
共栄小学校 算数科の授業改善 

わかった、できたという喜びのある算数授業 
～筋道立てて考えたり、自分の考えを表現したりする力を育成するための指導の在り方～ 

共栄小学校 上條 和佳子 

１ 授業改善の視点 

 わかったことを実感できる全体交流

の聞き方･話し方 

 

２ 具体的な実践 

（１）話し方･聞き方の段階表の活用 

本校では、昨年度、「算数的表現力の

表」を作成した。この表は、算数の時間

に身に付けさせたい表現方法をまとめ

たものである。(資料①) 今年度も、こ

の表を活用して指導を続け、算数の授業

改善に取り組んでいる。 

7 月に行われた全校研究会では、次の

ような児童の姿が見られた。 

＜6 年生「速さ」の単元より＞ 

考えの根拠となる数直線や公式を

示しながら話すことができた。 

「数直線を使って考えました。今

回は、（数直線を指差しながら）速

さと道のりが分かっていて、時間

が分かりません。」 

根拠がはっきりしているかどう

か、注意しながら聞くことができ

た。 

「数直線までは同じだけど、いき

なり６が出てきたのでそこが分か

りません。」 

（２）ハンドサインを活用した挙手発言 

本校では、相手の考えを理解できたと

きや自分の考えと似ているときは１本

指、付け足しは２本指というハンドサイ

ンを使っている。ハンドサインを使うこ

とで、自分の考えと比べて聞く力を身に

付けさせたいと考えている。また、話し

手が、その反応を見ながら話すことで

個々の考えが深まるように指導してい

る。 

７月の全校研究会では、もう１度説明

してほしいときは３本指というハンド

サインを加えて全体交流を行った。する

と、次のような姿が見られた。 

＜6 年生「速さ」の単元より＞ 

全体交流において、根拠が曖昧な部

分をそのままにせず、仲間の考えを

より深く説明したり、違う視点で説

明したりすることができた。 

「道のり÷速さをすると、４８０÷８

０＝６になると思います。」 

（複数児童が３本指のハンドサイン） 

「公式１を使って考えました。時間

はまだ分かっていないので、□で

す。…」 

「別の考え方です。私は、割合の考

え方で説明します。…」 

 

３ 実践を振り返って考えられること 

 「算数的表現力の表」を活用することで、身

に付けさせたい話す力･聞く力がより明確にな

った。今後も継続して活用すると共に、児童の

実態に応じて改善していく必要がある。 

 また、ハンドサインについては、今年度新た

に加わったハンドサインを含めて活用し、自分

の考えと比べて聞く力をしっかりと身に付け

させたい。 

 これらのことを大切にし、全体交流が学び合

いの場となり、児童にとって「わかった」を実

感できる場となるように今後も指導していき

たい。 



資料① 算数的表現力の表 


